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１ テーマ

カクテルパーティー現象

２ 本時のねらい（本時1／1）

カクテルパーティー現象の用語を、自分の日常生活と関連させ、理解させる。

３ 本時展開の視点

・実験をすることで、実際にカクテルパーティー現象を実感させる。

・カクテルパーティー効果の具体例を紹介することで、日常生活との関連を明確にし、日常的

に起こっている現象であると実感させる。

・カクテルパーティー効果の意義について教えることによって、情報を処理するメカニズムの

有効性を感じさせる。

４ 本時の展開

時間 学習活動 ○教師の支援 ◆評価

３

＜導入＞

・最後に生徒の名前が入った、実験用ミニ

シアターを見る。

○ ミニシアターの最後のテロップに数

名の生徒の名前を混ぜる。

○ 映像を見て気がついたことを生徒に

質問する。

１０

＜展開＞

・カクテルパーティー現象の説明を聞く。 ○ 導入時に起こったことを説明する。

○ パワーポイントを使って説明する。

○ 具体例を挙げて説明する。

７

＜まとめ＞

・カクテルパーティー効果が日常に起こっ

ている具体例を聞く。

・カクテルパーティー効果についての意義

を聞く。

・自分(生徒)の実体験を考え、発表する。

○ カクテルパーティー現象を利用した

コミュニケーション方法の説明。

○ 野球チームが自分の本拠地で勝ちや

すい理由を説明する。

○ カクテルパーティー効果の意義につ

いて説明する。
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